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今年度から園長になりました女屋（おなや）です。どうぞよろしくお願いします。
障害福祉関係の勤務が長く、３月までは発達障害者支援センターで勤務しておりました。今までの経験や知

識を強みとして活かしつつ、児童や職員の「笑顔」が増えるような運営に取り組んでいきたいと思います。

「笑う門には福来る」ということわざがあるように、笑顔は幸せを引き寄せます。

楽しそうな笑顔を見ると自然に自分も笑顔になります。笑顔は人に伝染しますね。
その笑顔の原因（幸せな出来事など）を誰かと共有すると、幸せな気持ちは倍増します。

私が小学生のころ、 VW ビートルを１日に３台見ると幸せになるという都市伝説があり、
通学途中の歩道橋でしばらく足を止めていた(道草？)ことがありました。
たしか、黄色いビートルだとものすごくラッキーで、７台見ると最高に幸せになれるけど、
水色？を見るとリセットされるとかで、友達と一緒に一喜一憂したことを思い出します。

今も、日常の中で「ちょっと幸せな気分になること("ちっちゃいキラキラ"と呼んでいます)」を意識して探してい
ます。時折、幸せを倍増したくて「みつけたキラキラ」を誰かに伝えたりします。

虹、きれいな夕焼け、デジタル時計で同じ数字が秒まで並んだ瞬間、通勤で一度も赤信号に
ひっかからなかったこと、めずらしい野鳥目撃、四つ葉発見、好きなラーメン、群馬の地酒、ありが
とうと言われたこと、そして子供たちの楽しそうな笑顔・・・。

前園長は、朝早く来て、渡り廊下のモップがけをしていたと聞きました。
私も「凡事徹底」を座右の銘としている一人ですので、こうした当たり前のことを徹底的
に続けていくことが大切なんだよなあと思い、引き継いでやっていこうと決めました。
やってみると前園長が始業時間前にやっていた理由がわかってきました。
その時間だと朝食後に部屋に向かう子供たちが笑顔を向けてあいさつしてくれるのです。
子供たちの笑顔からは、幸せな気持ちのほか元気パワーなども貰えるんです。
続けていけば、笑顔であいさつしてくれる子供たちが増え、幸せな気持ちもきっと増えていく
ことでしょう。

エンゼルスの大谷翔平選手が球場のゴミをさりげなく拾っている姿が話題になりました。
その映像を見た世界中の人を幸せな気持ちにさせています。
大谷選手に言わせると、誰かが落とした”運”を拾っているのだそうです。ポジティブな考え方だなあと感心しま
す。しかも子供の頃からずっと自然に続けているのだそうです。

私も、学園の児童や職員の「笑顔」が増え、私自身の笑顔も増やしていくために、これから起こるであろう様
々なことをポジティブにとらえて取り組んでいきたいと思います。

しろがね学園長 女屋 広之

働き始めてまだ数か月ですが、園生たちの明るさに日々元気をもらい、楽しく仕事を出来てい
ます。休日はスポーツをして気分をリフレッシュしています。園児たちとも、スポーツなどを通じて
関係を築いていきたいと考えています。
大学４年間で学んだ社会福祉の知識を活かし、日々の支援を重ねていくなかで園生たちの

学園での暮らしがより良いものになるように支援をしていきたいと思います。誠心誠意頑張りますのでよろしく
お願い致します。

令和４年新規採用職員 櫻井 遼



新規採用職員栄養士として配属になりました武井です。よろしくお願いします。
大学では食品や臨床栄養の分野を中心に学んでいたため、障害福祉施設であるしろがね学園に配属が

決まり、驚くと同時に自分がやっていけるだろうかという不安を感じていました。しかし、配属初日から元気に
挨拶をしてくれる子どもたちを見て自然と私も笑顔になり、一生懸命頑張ろうという気持ちになりました。
慣れないことばかりで毎日バタバタしていますが、やりがいのある仕事だと感じています。まだ子どもたちと

関わる機会が少ないのですが、今後は食事の様子を見に行き、給食の感想を聞きに行きたいです。

ピアノやフルートといった楽器演奏が趣味で、現在は前橋市の吹奏楽団体に所属していま
す。定期演奏会があるのでこちらも大忙しですが、週末のよい息抜きになっています。
また、料理を作ることも好きですが食べることも大好きなので、休日は友人とカフェ巡りや食

事に出かけています。おいしいものを食べると幸せな気持ちになれるので、新しい発見があれ
ば給食献立にも活かし、子どもたちのいつもの毎日に小さな幸せを増やしていければと思いま
す。

給食は子どもたちが学園で生活する中で楽しみの１つになっていると思います。子どもたちの笑顔があふ
れる給食が提供できるよう、日々努力していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

令和４年新規採用職員 武井 真尋

～大きくなったかな？？春の健康診断スタート！～

新しい年度になり、身長体重測定をはじめ、学校の健康診断、歯科検診などが続々と始まっています。

日々子どもたちの成長には驚かされるばかりですが、昨年度一年間でわかば
寮の S くんはなんと身長が１０ｃｍ！体重は６ｋｇ！！も増えました☺
しろがね学園に入所した数年前はほんと小さくて私の胸くらいだったのに・・・

今やあっという間に追い抜かれそうです（笑）
「今日身長測ったら３ｃｍ伸びてたよ！」「虫歯大丈夫だったよ！」と、嬉しそうに
報告してくれる姿は少し誇らしく、子どもたちの成長を間近で感じられることは、
私たち職員の喜びでもあります。

新型コロナウイルス感染症の感染防止についてもまだまだ気が抜けなく、収束の見
通しは立ちません。子どもたちはマスクや手洗いなどの毎日の対策を継続しながら、４
～５月にかけては３回目のワクチン接種も予定しています。日々の手洗いやアルコー
ル消毒の習慣がつき、自然と行っている姿には頼もしさを感じます。
面会や外出の制限など、子どもや保護者には我慢をお願いする状況が続いていま

すが、皆の笑顔と健康を守り、そして秘めたるチカラを最大限伸ばしていけるよう職員
一丸となって今年度も支援にあたっていきます。

よく食べ、よく運動し、よく勉強して、たくさん寝ようね！コロナに負けないぞ（^-^)

マルエドラッグ様にお菓子の寄贈を頂きました！ お菓子の種類の多さに
みんなの目はまんまる、きらきら☆
笑顔いっぱいのゴールデンウィークの幕開けでした。
いつもありがとうございます！ にこにこ笑顔でほおばって、いつもより、お友達
にちょっと優しくなれる素敵な時間を過ごせました☆
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～編集後記～
ずっと気になっていたハンバーガー屋さんに行ってきました。バンズもパティもボリューミー。おおきなおくちでな
ければ食べられない・・・。テイクアウトで正解かも。おいしいランチのテイクアウトを探す楽しみができました。


